
切迫早産で入院される方へ（入院診療計画書）

主治医　　　　　　　　　　　　　　　　患者様氏名　　　　　　　　　　　　　様

入院期間については現時点で予測されるものです。ご不明な点は遠慮なくスタッフへお尋ねください。                受持助産師　　　　　　　　　　　　　　家族等氏名　　　　　　　　　　　　　様

（続柄　　　　　　　）

入院中 退院日（　　／　　）

妊娠　　　週　　　日

・入院の必要性が理解できる。 退院について

・お腹の張りがわかる。 ・３7週になったら退院できます。

・妊娠が継続できる。 ・張り止めの薬で張りがなくなったら退院できます。

・内診（子宮口が開いていないか医師の内診があります。） ・お腹の張りの状態に応じて、内診があります。 ・内診

 ・胎児心拍モニター ・胎児心拍モニター ・胎児心拍モニター

  お腹の張りの具合いと赤ちゃんの状態を確認します。 ・１日3回胎児心拍を観察します。 ・超音波検査（必要時）

・胎児心拍聴取 ・１～２週に１回に超音波検査があります。（週数に応じて）

・超音波検査・膣の培養検査   妊婦検診（子宮底・腹囲・体重測定）があります。

・採血（状態に応じて） ・毎週水曜日に血液検査、尿検査があります。 　

・お腹の張りの状態にあわせて、張り止めの薬や点滴の量を調節します。　

・産婦食 ・食欲がない時は、助産師にお伝え下さい。 入院費について

入院期間や治療内容に応じて金額が異なります。

安静度は ・状態に応じて、シャワーができます。 詳しくは医事課窓口までお問い合わせ下さい。

安静度 Ⅰ 　Ⅱ Ⅲ Ⅳ 高額医療の手続きについては医事課担当者が説明にまいります。

洗面 寝たまま ベット上座位 洗面所 洗面所

排泄 便器・尿の管 便器・尿の管 トイレ トイレ

食事 　寝たまま　ベット上座位 座位 フリー

入浴 体拭き・陰部洗浄 体拭き・陰部洗浄 シャワー・体拭き シャワー

歩行 寝たまま 寝たまま トイレ・洗面のみ 　

・入院前の生活のことや症状について、お聞かせ下さい。 ・毎日お腹の張り、お腹の痛み、おりものの色や量、 ・ＮＩＣＵが満室の場合は、他の病院に転院する場合も

  出血や破水感の有無、胎動について確認させて頂きます。 　あります。

・出血や破水時は、助産師にナプキンを見せて下さい。

・便秘は、お腹の張りの原因にもなるので、便秘が続くようなら

  お知らせ下さい。

・毎日午前中に体温測定をします。

・医師が現在の状態と治療方針について説明します。 ・受け持ち助産師から出産の準備、出産の流れについて ・受け持ち助産師から退院後の生活について説明があります。

・入院中の生活についてファイルをお読み下さい。 　説明があります。 　切迫早産の予防について

・入院中は、母子健康手帳・診察券をお預かり致します。 ・薬剤師から薬の効果や副作用について説明があります。 　性生活について

・切迫早産についての不安や、その他疑問がありましたら 　次回外来受診について

　遠慮なくお話し下さい。 　救急時受診について
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　入院日（　　／　　）

病名等は、現時点で考えられるものであり今後検査などを進めていくにしたがって変わりえるものです。                    
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